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ウィキペディア街道「大山道」
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赤坂から大山へ通じる「大山道」沿いで
ウィキペディアタウンを開催

赤坂

大山

大山阿夫利神社

大山寺

大山道道標



Code for X 連携プロジェクト

世田谷、川崎、横浜、神奈川
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Code for X って、何？

テクノロジー活用による地域課題の解決

セミナー／勉強会

ハッカソン

マッピングパーティー

OpenStreetMap（OSM）の地図作り

Civic Hack Night

インターナショナル・オープンデータ・デイ
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ハッカソン

2014年には旧東海道をテーマに開催

Code for Kanagawa／Code for Kawasaki
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アプリ開発

ゴミ収集日がわかるアプリ
5374（ゴミナシ）の各地域版の開発
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海老名市版
http://ebina.5374.jp

世田谷区版
http://setagaya.5374.jp

川崎市版
http://kawasaki.5374.jp

http://ebina.5374.jp/
http://setagaya.5374.jp/
http://kawasaki.5374.jp/


なぜウィキペディア街道か

地域についての学びの機会

現地調査、図書館、郷土資料館

地域の情報を世界に向けて発信

Code for X コミュニティ間の交流

（街道でつながった）他の地域を知る

毎回場所が変わる新鮮さ
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ウィキペディアタウン

ウィキペディア街道



イベントの概要

ウィキペディアに関するレクチャ

ウィキペディア管理者・執筆者

現地調査

街歩き、写真撮影

図書館で文献調査

ウィキペディア記事の執筆

時間内に新規記事を書き上げる！

達成感を得ることが継続の秘訣

成果共有、ゲストの方による講評
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Special thanks to

海獺さん Ks aka 98さん

さかおりさん のりまきさん

Araisyoheiさん さえぼーさん



2015年 イベント開催状況①

5月23日 第1回@川崎市

参加者 18名

大山街道ふるさと館、溝口神社、光明寺

8月9日 第2回@世田谷区

参加者 約30名

用賀神社、瀬田玉川神社、慈眼寺

10月4日 第3回@海老名市

参加者 20名

海老名市温故館、国分宿、総持院

9 https://ja.wikipedia.org/wiki/プロジェクト:アウトリーチ/ウィキペディアタウン/アーカイブ

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E5%B1%B1%E8%A1%97%E9%81%93%E3%81%B5%E3%82%8B%E3%81%95%E3%81%A8%E9%A4%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BA%9D%E5%8F%A3%E7%A5%9E%E7%A4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%89%E6%98%8E%E5%AF%BA_(%E5%B7%9D%E5%B4%8E%E5%B8%82)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%A8%E8%B3%80%E7%A5%9E%E7%A4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%80%AC%E7%94%B0%E7%8E%89%E5%B7%9D%E7%A5%9E%E7%A4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%85%88%E7%9C%BC%E5%AF%BA_(%E4%B8%96%E7%94%B0%E8%B0%B7%E5%8C%BA)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B5%B7%E8%80%81%E5%90%8D%E5%B8%82%E6%B8%A9%E6%95%85%E9%A4%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E5%88%86%E5%AE%BF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B7%8F%E6%8C%81%E9%99%A2_(%E6%B5%B7%E8%80%81%E5%90%8D%E5%B8%82)
https://ja.wikipedia.org/wiki/プロジェクト:アウトリーチ/ウィキペディアタウン/アーカイブ


2015年 イベント開催状況②

11月3日 第4回@世田谷区

マッピングパーティー同時開催

参加者 約20名

行善寺、二子神社

11月7～8日

Code for Japan Summit 2015 ブース出展

法徳寺、二子宿、溝口宿

12月23日 もくもく会

参加者 11名

これまでに執筆した記事のブラッシュアップ10

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A1%8C%E5%96%84%E5%AF%BA_(%E4%B8%96%E7%94%B0%E8%B0%B7%E5%8C%BA)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%8C%E5%AD%90%E7%A5%9E%E7%A4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B3%95%E5%BE%B3%E5%AF%BA_(%E4%B8%96%E7%94%B0%E8%B0%B7%E5%8C%BA)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%8C%E5%AD%90%E5%AE%BF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BA%9D%E5%8F%A3%E5%AE%BF_(%E7%9F%A2%E5%80%89%E6%B2%A2%E5%BE%80%E9%82%84)


進捗状況マップ

11 http://ukinedori.github.io/wikipedia-kaido/

http://ukinedori.github.io/wikipedia-kaido/


参加者属性

Civic Tech系が多数

Code for X メンバー

オープンデータ関係

OSMマッパー
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Civic Tech系

Wikipedian

その他



メディア掲載

13 SankeiBiz
http://www.sankeibiz.jp/business/print/150829/bsj1508290710002-c.htm

西日本新聞 8月26日夕刊

タウンニュース海老名版
http://www.townnews.co.jp/0402/2015/10/16/304136.html

http://www.sankeibiz.jp/business/print/150829/bsj1508290710002-c.htm
http://www.townnews.co.jp/0402/2015/10/16/304136.html


イベントの運営
得られた知見
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執筆対象の選定

大山道沿いの歴史的なもの

まだ記事が書かれていない

特筆性がある

事前の文献調査が必要

あまり知られていない歴史の発見

例：二子神社と「三業組合」
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%8C%E5%AD%90%E7%A5%9E%E7%A4%BE


会場探し

取材地、図書館、執筆会場が近くに
揃っている必要がある

図書館の少ない地域では開催が困難

利用料の安い公共施設の活用

各地域のCode for X連携によるメリット
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面積 図書館数

世田谷区 58.08 km2 16館

横浜市（青葉区+緑区） 60.56 km2 2館

海老名市 26.48 km2 2館



事前の現地調査

取材依頼・写真撮影承諾

好意的な対応が多い

対象物の確認

文献調査で事前に把握した物の所在確認

未知の物の発見（→文献調査）

事前調査では気付かず、イベント当日に
参加者が発見する物もある
（目の付け所は人さまざまで面白い）
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図書館の下見と文献調査

図書館の蔵書状況の把握

見つけた資料はコピーしておく

イベント当日にないこともある

資料が不十分な場合は、別の図書館で
入手しておく

事前調査では見付からなかった資料を
イベント当日に参加者が発見することも
多い（参加者の調査能力は高い）
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「テンプレート」の用意

寺院、神社、資料館、宿場の記事雛形

第2回のイベントから事前に用意

神社の例

1. 祭神

2. 歴史

3. 境内

4. 文化財

5. 年中行事

6. 交通アクセス

7. 外部リンク

8. 出典
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執筆する内容を事前に

決めておくことにより、

現地と文献で調査すべき

事項が明確になる



イベント当日

参加者のチーム分け

チーム毎に現地調査、文献調査

事前調査した運営メンバーが案内役

執筆

テンプレートの項目毎に分担

全員が執筆に参加するのが望ましい

執筆経験の多い参加者は難しい項目を担当

チーム内でピアレビュー

孤独な作業にならないよう

文献をコピペしないよう20



まとめと
今後の予定
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Civic Techとウィキペディア街道

Civic Techのめざす方向性に近い

地域を知る（歴史・文化を入り口として）

地域情報化

地域貢献

Civic Techのスキルを活かせる

ITスキル

情報リテラシー

コミュニティ間の連帯感を高める

具体的なゴールを共有する

具体的な成果により達成感を得る22



今後の「大山道」開催予定

世田谷区

具体的に計画立案中

川崎市

宮前区の執筆対象を選定中

横浜市

開催に向けて関係機関と調整中

厚木市

執筆対象を選定済、会場探しが必要

伊勢原市

５月に大山登山！23

是非とも
ご参加下さい



他の街道への展開（希望）

水戸道中

千住～松戸～取手～土浦～石岡～水戸

甲州道中

新宿～府中～八王子～大月～甲府～諏訪

中原往還
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その他、日本中にある旧街道を
Civic Techとウィキペディアでつなげたい！

ご協力宜しくお願い致します



ご清聴ありがとうございました
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